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Discover People 

その人のありのままを受け入れたい。 

できることを持ち寄りたい。 

 

さん

障害福祉サービス事業所いーばしょ 管理者 

まぜこぜまち LABO 実行委員会 代表 

2013年 ４月 特定非営利活動法人よすが開設 

精神保健福祉士   

 

 

 

いーばしょインスタグラム 



Discover People 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Discover People 

「よすが」を始められたきっかけは何ですか？ 

 

私は以前他の障害福祉事業所で働いていました。 

障がいをもつ人が働ける場所だけでなく、ほっとできる場所が

作りたかったのです。 

その当時は NPO のことなど何もわかっていなくて、いろんな人

に助けてもらい、仲間と一緒に活動を立ち上げました。 

障がいをもつ人も障がいがあるのは体の一部だけです。彼らに

もできることはいっぱいあります。 

力はあるのに、発揮できないのはどうして？ 

環境があれば、整っていれば出来るのではないかと思いまし

た。 

よすがを立ち上げた 13年前は社会の偏見もあり障がいをも

つ人は暮らしづらさがあったかと思います。 

やっていくうちに一人一人を大事にしたい。もっと人として関わり

たい。 

そこに地域の人とのつながり、多様な経験のできる居場所なら

もっと良くなると思いました。 

前職は大阪で芸能プロダクションの裏方をしていました。当時

は大変なストレスでした。 

人に傷ついたこともありました。 

桑名に来てはじめて福祉の仕事に就き、人に癒されるのもい

いかなと思い始めました。 

人と関わることでほっとできる自分がいました。距離感や環境

は大切ですが、人とかかわるのは好きなんだと思います。 

それが今の仕事につながっています。 

 

 

 

 

 
野菜も 

販売しています。 

「よすが」についてどのような活動をされ

ているのか教えてください。 
 

障がいをもつ人にもいろんな社会経験をしてもらいたいの

で、事業所の「いーばしょ」では障がいをもつ人と”地域ちょっ

とおたすけ隊”というのをしています。 

高齢者や単身者の買い物、部屋の掃除、電球の交換、

重いゴミ出しのお手伝いをしています。 

おたすけ隊では、みんなで支え合う「おたがいさま」の雰囲

気が生まれ、ほっこりする場面が多いのですが、一方で、制

度のはざまの課題を切実に感じることもあります。 

毎月第 2土曜日 13時から「いーばしょ」で『ぼちぼちサロ

ン』をしています。笑ったり、遊んだり、お茶を飲んだりしていま

す。 

いろんな人に声を掛けます。そうすると人が集まってくれる

んです。 

SNS は苦手で、口コミで発信しています。 

いろんな人がいます。いろんな考えがあります。 

でもつながっていない。どうやっていけばいいのか？  

向き合うより同じ目線で寄り添って並んで考えます。 

人を見ているのがおもしろいので、その人のありのままを受

け入れたいと思っています。 

 誰も敵にはしたくないんです。 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Discover People 

「まぜこぜまち LABO」について教えてください。 

 

２年前に病気になった時、いろんな人に助けてもらいま

した。仕事もプライベートも、たくさんの人に支えてもらい

ました。 

その時に感じたのは「支援する・される」ではなく「支えあ

う」こと。これまで出会ってきたすべての人のつながりが愛

しく感じました。 

それがきっかけで「まぜこぜまち LABO」を立ち上げま

した。 

みえ市民活動ボランティアセンターが社会問題解決に取

り組む市民活動団体・NPOを応援する「県民応援NPO

プロジェクト」の第４回で採択事業となり助成金を頂き、活

動も大きく展開できました。 

世代や立場、感覚や考えの違いがあるからこそおもしろ

く、まぜこぜで学びあう、まちのつながりづくりを始めてい

ます。出会いを大切にして昨年一年間はいろいろな事業を

行いました。 

講師の方を交えて毎月のように勉強会をしました。もっ 

と広がりを持ちたい、その実践として「まぜこぜキッチン」を

行いました。 

３歳～91歳までの各世代や外国の人も参加して、ベト

ナムや台湾、韓国、和食など多様なメニューとなりました。 

一緒に作って一緒に食べるという企画でしたが、それが

とてもあたたかくて、お料理も美味しく心地よい時間でし

た。 

その写真をパネルにして展示しようと、いま準備をして

います。学校やお寺などいろんな場所で、いろんな人に見

てもらいたいです。まちづくり協議会やPTA とも協力して

違う街で違うメニューの「まぜこぜキッチン」も予定してい

ます。 

イベントだけでは終わらせたくないので、地域にどうやっ

たらこの雰囲気が根付くのかと考えています。 まぜこぜ

の居場所や機会を拡げていきたい。 

「まぜこぜまち LABO」は、出会いとつながりの場所。集

まるだけで何かが起こると思っています。 

参加してくれた人が「そもそも街はまぜこぜ、いろんな人

がいるんじゃないかな」と言ってくれました。 

つながっていないのが問題。支え合えばもっと素敵な街

になると思います。 

 

 

今 野田さん自身が思うことは何ですか？ 

 

昭和の時代は地域があたたかくてつながりがあったように

思います。 

私の子どもの頃は近所の人に怒られたり、優しくしてもら

ったりして声をかけてもらいました。これもアナログな社会

経験だったかな。 

教育も変わり、家族の形も変わり、世代で考え方も変わ

りました。 

今の若者は「読む」力はあっても「自分で考える」ことが

出来なくなってきているように思います。 

困ったらAI に頼る。友だちとか、先輩とか…頼る人いな

いのかな？   

今の時代つながりが見えにくいですね。 

ちょっと困ったことを教えてもらえる「まちの通訳」の存在

など誰もが地域の中で育つ経験ができればいいなと思いま

す。 

専門的な視点は大切ですが、いまの社会は課題解決の

ための支えがカテゴリーに分かれすぎている印象がありま

す。障害福祉もしかり。もっとまぜこぜになればいいです

ね。ご近所で挨拶をしたり、できることを持ち寄ったり、ゆる

い顔見知りのつながりが必要ですね。 

 

 

～取材後記～ 

今回の取材で楽しい話を聞けました。 

その中には野田さんの黒歴史もあったのですが、こ

こでは記すことはできませんので、違う話を少しだけ。 

野田さんが出会った人で、堅気には見えない迫力の

ある、鋭い目つきに独特の威圧感のある人の話です。 

「眉毛がないんです。正確には剃ってあって、眉毛が

あったはずの部分に、マジックで大きく、まゆげと書い

てあるのです。この時は緊張と笑いが激しく衝突し、ご

本人はいたって真顔なんですが、笑ってはいけない空

気が漂うのです」 

この場面を想像するだけでも、相当大変だったんだ

ろうと。 

このようなことを受け入れることができるのが、野田

さんのお人柄なんでしょうね。 
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路上の哲学者 

居場所とピノキオの遊びの国 

最近、「居場所づくり」という言葉をよく耳にするようにな

りました。 

子どもの居場所、若者の居場所、高齢者の居場所。地域の

活動や市民活動の場でも、「誰もが安心して過ごせる場所

をつくろう」という想いが大切にされています。 

私も、それはとても素敵なことだと思っています。 

ただ、その一方で、時々こんなことも考えるのです。 

居場所って、ただ安心できればそれでいいのでしょうか。 

そんなことを考えていると、ふと『ピノキオ』に出てくる

「遊びの国」を思い出します。 

遊びの国は、子どもたちにとって夢のような場所でした。 

学校へ行かなくてもいい。勉強しなくてもいい。叱られるこ

ともない。毎日好きなことをして遊んでいられる。 

そんな話を聞けば、誰だって行ってみたくなるでしょう。 

でも、その国にはひとつ大切なものがありませんでした。 

それは、自分の未来に向かって歩いていく機会です。 

遊びの国の子どもたちは、安心や楽しさを手に入れまし

た。でも、その代わりに少しずつ成長する機会を失っていき

ました。 

私は、このお話には今の社会にも通じるところがあるよう

に思います。 

もちろん、疲れている人には休息が必要です。傷ついた人に

は安心が必要です。誰かに受け入れてもらえる場所は、とて

も大切です。だから居場所は必要なのです。 

けれども、もし居場所が「ずっとここにいていいよ」だけを

伝える場所になってしまったらどうでしょう。 

人は本来、誰かの役に立ちたい生き物です。 

何かをやってみたい。誰かに喜んでもらいたい。自分にでき

ることを見つけたい。そんな気持ちを心のどこかに持ってい

ます。 

ところが、とても居心地のよい場所ほど、知らないうちに外

へ向かう力を弱めてしまうことがあります。 

ぬくぬくしたこたつから出たくなくなるように。 

そこには本当に優しい人たちがいます。困っている人を支え

ようとする人。誰かの話をじっくり聞こうとする人。 

そんな人たちの姿を見るたびに、地域はまだまだ捨てたも

のではないなと思います。 

でも時々、「この人は本当はもっとできるのに」と感じるこ

ともあります。 

何年も同じ場所に通いながら、自分の力を試す機会がな

い。 

誰かに守られる側のままで終わってしまう。それは少しもっ

たいない気がするのです。 

居場所は、ただ休むためだけの場所ではなくてもいいのか

もしれません。 

たとえば、小さなお手伝いをしてみる。 

誰かに声をかけてみる。イベントを手伝ってみる。自分の得

意なことを活かしてみる。そんな小さな挑戦が生まれる場所

だったら素敵です。安心があるからこそ、一歩踏み出せる。失

敗しても大丈夫だと思えるから、新しいことに挑戦できる。 

そんな居場所なら、人は少しずつ元気になっていけるので

はないでしょうか。 

私は、本当に良い居場所とは「ここにいていいよ」という言

葉と、「やってみたいことがあったら応援するよ」という言葉

の両方がある場所だと思います。 

無理に頑張らなくてもいい。急がなくてもいい。 

でも、自分で歩きたくなった時には、そっと背中を押してくれ

る。そんな場所です。 

ピノキオは最後に遊びの国を離れました。 

そして失敗を重ねながらも、自分の人生を生きるようになり

ます。 

もし居場所にも役割があるのだとしたら、それは人を引き留

めることではなく、人が自分らしく生きる力を取り戻すお手伝

いをすることなのかもしれません。疲れたら休んでいい。泣き

たい時は泣いていい。 

何もしない日があってもいい。でも、いつか「ちょっとやって

みようかな」と思えたら、その時はみんなが応援してくれる。

そんな場所があったら、きっと素敵だと思います。 

居場所とは、人を囲い込む場所ではなく、人がまた歩き出

すための港のような場所。 

ピノキオの遊びの国とは違って、そこから新しい旅へ出発

できる場所なのです。 

 Issue 桑名市市民活動センター 
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Url http://civickuwana.com 

 

Contact 〒511-0068 桑名市中央町 3-79 

    くわなメディアライヴ 2F 

路上の哲学者のアナザー版 

裏路地の哲学者は下記から 

 https://blog.canpan.info/kuwanaskc/ 

https://blog.canpan.info/kuwanaskc/

